
今年は、ベトナム戦争で使用された枯葉剤の影響によって結合双

生児として生まれたベトちゃん・ドクちゃんの分離手術35周年です。

ベトちゃんは亡くなってしまいましたが、ドクちゃんことグエン・ドク

さんは今も元気に過ごされています。また、分離手術35周年を記念

して、ドクさんの壮絶な人生を描いたドキュメンタリー映画「ドクちゃ

ん（仮題）」の制作が進んでいるといいます。

しかし、現在でも世界平和は実現されていません。私たちは医療

人として、人の命を守ることがどれほど大変かを体感していますが、

もし戦争が日本でも起こってしまったらと考えると、身が引き締まる

思いです。そう、戦争は対岸の火事ではなくなりつつあるのです。

コロナ禍で起きた「薬の欠品問題」や「人員問題」などをきっかけに、

円滑な医療現場を維持することの大変さも身に染みたかと思います

が、さらに大きな外部要因が出てきたらどうでしょうか。

今、時代の大転換期を迎えています。そんな中、医療という希望

の光を私たちは担っています。皆さんには人としての原点である、

心と身体の健康を守る活動に誇りを持っていただきたいです。診療

報酬改定や国民皆保険の見直しなど、逆風の中でも自分ができるこ

とをしていきましょう。一人の100歩より、100人の一歩のほうが社

会では大切です。足並みをそろえて前に進んでいきましょう。
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